
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

吹田市立古江台中学校だより  

みん みん みん ！
令 和 ７（２０２５）年 ５月 号  

意 味  

校長  佐藤  忍  

先 日 、避 難 訓 練 を実 施 しました。近 隣 を含 めた地 域 の皆 様 には非 常 放 送 が流 れ

ていたことで、ご迷 惑 をおかけしました。  

 いつも、避 難 訓 練 の後 、実 際 の避 難 を想 定 し、放 送 機 器 がない状 態 も考 え、肉 声

で話 をしています。できる限 り大 きな声 で話 をしていますが、聞 こえていない人 も多 い

かと思 いますので、生 徒 の皆 さんは、こちらでおさらいを。  

「なぜ、整 列 しなあかんの？」、 「時 間 を守 れってなんで？」など、教 師 として学 校 に

いると、素 朴 な質 問 に答 えを窮 するときがありますが、今 回 、皆 さんの「命 を守 るため

の行 動 」として、学 校 で実 践 してもらっていることを避 難 訓 練 後 、お話 ししました。  

まずは、 「放 送 」。避 難 する際 、「放 送 を聞 く」です。日 頃 から「ピンポンパンポーン」

と鳴 ったら教 室 はシーンと静 まり返 っていますか？不 審 者 が校 内 にいるとき、教 室 の

ある棟 のフロアは端 から端 まで約 ８０ｍ。１５秒 あれば不 審 者 は移 動 可 能 。その時 、そ

の状 況 を伝 える方 法 の一 つが放 送 。「不 審 者 がどこどこにいます！」ということが伝

われば、対 処 し、逃 げられる可 能 性 も高 まります。まずは「放 送 を聞 く」です。  

次 に「放 送 を聞 く」と言 っても、火 事 や地 震 のときは放 送 機 器 が普 通 に使 用 でき

るかどうかはわかりません。その時 は今 日 のように大 きな声 を出 すしかありません。し

たがって、放 送 機 器 を使 わずに避 難 の指 示 が聞 こえるように、普 段 から、「座 って整

列 まで、しゃべらずに行 動 」を。  

次 に、 「整 列 する」について。私 はその目 的 は多 々あれど、一 つに生 徒 の皆 さんが

「ちゃんといるかどうか」の把 握 があると認 識 しています。縦 、横 をそろえて並 ぶことで

すぐに人 数 把 握 が可 能 です。また、きっちり並 んでもらうことで、列 の間 にスペースが

でき、整 列 している時 に、倒 れてしまった人 や、何 かあった人 にいち早 く先 生 たちが駆

けつけることができます。  

「時 間 を守 る」ことも、安 全 確 保 の目 的 があります。その時 間 に人 がいないというこ

とは「何 かあったのでは？」となります。授 業 の始 業 時 間 を守 ることや学 校 に遅 刻 し

ないようにしてほしいのはそのためです。  

先 生 たちは一 人 ひとりの命 はもちろん。クラスの約 ３５人 、学 年 の約 １４０人 、学 校

全 体 の約 ４４０人 の命 を守 らなければなりません。例 えば、ある一 人 の生 徒 が靴 のか

かとを踏 んでいました。大 勢 が避 難 するとき、その人 の靴 のかかとを誰 かが踏 む可 能

性 がちゃんと靴 を履 いている時 より高 まります。一 人 がこけてしまうことにより、あと

から来 た大 勢 の人 達 はどうなりますか。だから「ちゃんと靴 を履 く」です。  

今 回 、避 難 後 、一 人 の先 生 に「キャー」っと叫 んでもらいました。そのとき、どう思 っ

たのか、何 人 かに聞 いた時 、「びっくりした」 「驚 いた」と言 っていました。普 段 の学 校

生 活 で楽 しくて、どうしようもなく、「キャー」という時 もあるでしょう。ただ、先 生 方 は

「大 丈 夫 かな」 「何 かあったんじゃないかな」と思 っています。私 は、その声 が聞 こえる

度 に、心 配 して、校 長 室 から出 て、教 室 がある棟 を見 ています。学 校 が楽 しいのはい

いことですが、できれば「キャー」は控 えてもらえれば……。  

「あいさつ」も礼 儀 や人 間 関 係 のために必 要 なもの。しかし、防 犯 の意 味 も。あいさ

つして返 ってこない場 合 、 「変 だな」「おかしいな」という違 和 感 を持 ってほしい。それ

が不 審 者 の発 見 につながります。先 生 たちは約 ３０人 、生 徒 の皆 さんは約 ４００人 。み

んなを守 れるのはみんなの力 の方 が大 きいはず。  

とにもかくにも、学 校 で皆 さんにお願 いしていることにはいろんな意 味 があるのか

も。その意 味 を考 えながら日 頃 の行 動 を。  
 



学校だよりが変わります！ 
今月号から、学校だよりの配付について、以下のように変更します。 

① 生徒に向けて、紙媒体での配付を再開します。 

保護者の皆様には、引き続き「さくら連絡網」による配信を継続いたします。 

② 学校だよりの３ページ目に次月の行事予定を掲載します。 

この「５月号」の４ページ目には R7 年６月の行事予定を掲載しています。 

それに伴い、月初めに生徒向けに紙媒体で配付していた「月間行事予定表」の配付を廃止いた

します。 

今後もより紙面を充実させ、学校の様子がわかるような発信を心がけていきますので、お読みいただ

けたらと思います。よろしくお願いいたします！ 

 

オープンスクールを行います 
今年度も、6/12（木）6/13（金）の２日間で、本校保護者様対象 

のオープンスクールを開催します。この２日間は、どの時間の授業を 

ご参観いただいても結構です。 

また、6/13（金）の６限目には、体育館にて、全校生徒を対象に 

自転車安全教室の講話を実施する予定にしており、保護者の皆様にもご参観いただけます。 

時間割等の詳細については、後日案内を「さくら連絡網」にて配信しますので、お時間が許す

限りお子様の学校での様子をご参観いただければと思います。お時間の許す限り、ぜひ学校に足

を運んでください。 

 

【男子ソフトテニス部】 

吹田市中学校選手権 

男子個人の部  準優勝 ○○○○・○○○○ペア 

第３位 ○○○○・○○○○ペア 

   男子団体の部  準優勝 ○○・○○・○○・○○・○○・○○・○○・○○ 

 

【女子ソフトテニス部】 

吹田市中学校選手権 

女子個人の部  優 勝 ○○○○・○○○○ペア 

準優勝 ○○○○・○○○○ペア 

   女子団体の部  優 勝 ○○・○○・○○・○○・○○・○○・○○・○○ 

 

 

吹田市長杯 
 

中学女子 200m   優 勝 ○○○○ 

中学女子 100m   優 勝 ○○○○ 

中学男子 800m  第３位 ○○○○ 

 

【バドミントン】 

 吹田市中体連春季大会 

女子個人の部 シングルス  優 勝  ○○○○ 

 

【絹谷幸二天空美術館キッズ絵画コンクール】 

佳作賞  ３年４組 ○○○○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【陸上競技部】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連絡板 

各種表彰 

 

 

 



◆教職員も学んでいます！◆ 

新学期が始まって１か月がたちました。生徒の皆さんは、

毎日懸命に学習に取り組んでくれていますが、先生方も、自

分の授業をよりよくするために授業についての研究を日々行

っています。その研究の一環として、５月１２日（月）に

「言語コミュニケーション力で学びを深める授業」というテ

ーマで３つの教科で研究授業を行いました。 

研究授業に先立ち４月には、授業を担当する先生が他の先生とともに授業の計画について検討

し、そこでもらった意見をもとに計画を練り直して研究授業当日の授業を行いました。中学校で

は、それぞれの先生が専門の教科の授業をしていますが、今回の研究授業では教科の枠を越えて

全員の先生が３つのうちのいずれかの授業を参観しました。 

他校からも数人の先生が見学に来られ、授業後には見学し

た全員の先生で振り返りを行いましたが、「こんなところが良

かった」「ここをもっと工夫できる」等の意見が活発に出て、

白熱した議論をすることができました。また、講師として来て

いただいた島根県立大学教授の齊藤一弥先生からも、授業を

していく上で「生徒の皆さんの能力をいかに育むか」が大切で

あるとのご助言をいただきました。 

研究授業で当日５限目の授業があった１年２組、２年４組、３年３組のみなさん、協力してく

れてありがとうございました。みなさんが普段通り、懸命に授業に参加してくれたおかげで先生

たちにとっても学びの多い時間となりました。先生方からも「いろいろと勉強になった」との声

があがっており、改めて「学ぶことの楽しさ」を感じることができました！ 

今後も、生徒の皆さんが「学んで楽しい」と思えるような授業ができるように、先生たちも学

び続けていきたいと思います！ 

 

◆部活動の外部委託が始まりました！◆ 
今年度４月より、サッカー・野球・男子バスケットボール・女子バスケットボールの４つの部

活動で外部委託による運営が始まりました。 

これまで部活動の運営については、顧問である教職員が直接指導にあたることで運営をしてき

ました。今年度からは上記の４つの部活動で「リーフラス株式会社」という部活動の運営会社か

ら派遣された指導者によって指導や試合の引率等の運営を行っています。 

本校の教員が部活動に関わる機会が減ることで、生徒の皆さんの部活動中の様子を見る機会は

減りますが、放課後の会議等でせっかく活動をしていても顧問の先生からの指導が受けられない

といったことや、顧問の教員が他校へ異動してクラブが廃部になったりするといったデメリット

は解消されます。 

まだまだ慣れないところもありますが、生徒の皆さんがより楽しく部活動に参加できるよう、

環境を整えていきたいと考えています。 

◆こんな行動が増えたらいいな・・・◆ 
5/8（木）にある市民の方から、学校にこんな電話がありました。 

「３月２４日にモノレールの山田駅の付近で、私が保育園の場所を探していた時に、

なかなか見つけることができないでいました。その時に通りがかった女の子が声をかけてくれて、

坂道をわざわざ上がって案内をしてくれたおかげで、無事に目的地に到着することができました。 

名前は聞かなかったけれど、その時に『古江台中学校の生徒』ということだけを聞いていました。 

少し時間がたってしまったのですが、その時は本当に嬉しかったので、お礼を一言言いたくて、

電話をしました。その生徒さんにぜひありがとうと伝えてください。」 

お電話をくださった方は、無事に場所にたどり着けたことも嬉しかったのですが、自分が困っ

ていた時にこの人が行動を起こしてくれたことが本当に嬉しくてお電話をくださったのだそうで

す。こんな素敵な行動が増えるといいですね！ 


